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ルー ング だ グー 


⑯ ラバ ラー と は : 法 的 に 決め られ た 形 に 従っ て 、 清浄 な 水 を 用 いて 4 つの 器官 を 洗浄 する 
Gt 


る ウッー の 徳 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
5 の 
ー ル に こう 言い まし た :“ ビ ラー ル よ 、 あ な た が イス ラー ム に お いて 最も (アッ ラー か ら の 
報奨 を ) 望ん で 行っ た 行い を 教え て くれ 。 実 に 私 は 天国 で 、 私 の 前 を 行く あな た の 足音 を 
Se を し た 除 に は 、 そ 
の 清浄 な 状態 の 内 に 自ら に 定め られ た サラ ー を 行い まし た 。 そ れ 以 外 に 私 が イス ラー ム に 
0 ジジ の うり 
ー と ムスリム の 伝承 り 














@ ニー (意図 ) の 重要 性 : 


ニー ヤ は 行い が 正しく 有効 な も の と な り 、 そ れ が 受け 入れ られ 、 か つ 報 奨 の 対象 と な る 
た め の 1 条件 で す 。 そ し て それ を 行う 場 所 は 心 の 中 で あり 、 全 て の 行い に は ニー ヤ が 付随 
し ます 。 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 いま し た :「 実 に いか な る 
行い も ニー ヤ が 付随 し な いこ と は な い 。 そ し て 人 は 、 ニ ー ヤ し た と ころ の も の を 得る の で 
ある 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 2) 








@ イス ラー ム に お ける ニー ヤ と は : 至高 の アッ ラー ゆえ に 、 あ る プア バー ダグ (崇拝 行為 ) 
を 行う と 決心 する こと で す 。 ニ ー ヤ に は 2 種類 あり ます : 








1 一 行 旋 区 対す る ニー ヤッ ウド ウッ ー や ヤグ スル ん 5 サザ ラー な ど を 行 9 た 潤 心 ず る と と を 指 も ま 
す 。 





ー 行 為 の 対象 に 対す る ニー ヤ : 対象 と は 、 偉 大 か つ 太 厳 な る アッ ラー の こと で す 。 つ ま 
り 旬 人 高 の ア ッ ラ ター の み を 還 ん で ウド ッ ー ル し 、 ダ スル ル し 、 サラ ー す る こと を 意図 ず する こと で 
す 。 こ れ は 1 番目 の も の より も 重要 で す 。 





ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1149) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2458) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
ヒー ブフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1907)。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 
者 注 :・「7. グ ス ル 」 の 項 を 参照 の こと 。 





到 キ 吐 
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@ 行い が 受け 入れ られ る た め の 2 つの 条件 と は :① そ の 行い を 至高 の アッ ラー の た め だ け 
に 真琴 に 行う こと 、② そ れ を アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 
行 ら だ よう に 行き る 、 で まあ 


⑯ プン ジー ズ ( 真 さ ) の 意味 : 


イフ ラー ス と は 、 し も ゃ も べべ の 行い が 被 造物 に 対す る 意識 か ら ア ッ ラ ー だ け の た め の も の へ 
と 純化 され る こと に より 、 そ の 内 面 と 外面 に お いて バラ ンス が と れる こと で す 。 そ し て イ 
フラ ー ス に 忠実 で や る こと は 、 し も 信 の 内 面 が 外面 より も 成熟 する こと を 意味 し ます 。 イ 
フラ ー ス を 身 に つけ れ ば 、 主 は し も べ に お 目 を か け 、 そ の 心 を 活気 付け 、 か れ の 方 へ と お 
引き 寄せ に な られ る で し ょ う 。 ま た 主 は 彼 を 服従 行為 へ と 傾 か せ 、 反 逆行 為 か ら は 遠ざけ 
て 下さ る で し ょ う 。 一 方 イフ ラー ス を 欠く 心 は そ を う で は な く 、 時 に は 権 欲 、 ま た 時 に は 人 金 
銭 な どの 要求 や 愛情 や 欲望 に と ら わ れ て いま す 。 














⑯ ウド ッ ー の ァ ン ル 太 は 以下 の 6 つ で す : 














口 顔 を 洗う こと : うがい や 鼻 の 洗浄 も ゃ 含ま れ ま す 。 
昌 0 両 腕 を 洗う こと 
口頭 部 を 濡れ た 手 で 撫で る こと 。 融 二 も 技 き ます 。 
口 両足 を くる お ぶし まで 洗う こと 
口 上 記 の 順番 通り に 行う こと 。 
ロロ 上 記 の こと を 途中 で 長く 間 を 置い た り せ ず 、 連 











馬 
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@ ウド ゥ ッ ー の ズン ブ プ 5 : 


スズ アァ アーク 6。 初め に 両手 を 3 回 洗う こと 。 顔 を 洗う 前 に 、 う が いと 鼻 の 洗浄 を する こと 。 
ひげ が 沢山 ある 場合 、 そ の 間 に ENG2 肌 す こと 。 各 部 位 の 洗浄 に お いて 右側 か ら 始 
め る こと 。 各 部 位 を 2 回 3 回 と 繰り 返し 洗う こと 。 ウ ドゥー の 後に が ゥ デー ( 打 願 ) する 
さこ ウド ウー ンー 修 に ら シク アデ の サラ テー あみ びす る て と 。 


⑯ ウド ッ ー に 使用 する 水 の 量 : 





体 の 各部 位 を 洗浄 する 際 、 同 じ 部 位 を 3 回 以上 洗わ な いこ と が スン ナ で す 。 ま た 1 スッ 
の 水 で 1 回 の ウド ッ ゥ ッ ー を 済ま せ 、 水 を 無駄 遣い し な いこ と も スン ナ で す 。 ウ ドゥ ッ ー に お 
いて 水 を 無駄 遣い する こと は 法 の 違反 で ある と 言え ます 。 











4 訳者 注 : ある イ バ ー ダ (崇拝 行為 ) に お いて 欠か すこ と の 出来 な い 構成 要素 で 、 そ の 内 の どれ か が 欠如 

する と その 行い 自体 が 無効 と な る よう な こと で す 。 

5 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 

能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏 筐 する べき で ある と され て いま す 。 

6 訳者 注 : 菌 磨き 用 に 用 いる 、 あ る 特定 の 種類 の 小枝 の こと 。 

者 注 : ムッ ド は 両手 一 杯 に 相当 する 量 (お よそ 688ml) を 指し 、1 サー ア の 4 分 の 1 に あたり ます 。 
う 

















消 
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人 @ 眠り か ら 目 覚め た 者 で 、 容器 を 用 いて ウド ッ ー す る 場合 は 、 そ の 前 に 両手 を 3 回 洗わ な 
けれ ば な り ま せん 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た : 
「 眠 りか ら 覚 め (て ウド ゥ ー を し よう と 思っ ) た ら 、 両手 を 3 回 洗う まで は 容器 の 中 に 
手 を 入れ て は いけ な い 。 と いう の も 彼 は 寝 て いる 間 、 そ の 手 が ど こ に あっ た か を 知ら な 
いか ら で あ る 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 











人 @ 一 番 簡 単 な ウ ドッ ー の 形 : 








まず ウド ゥ ー を する ニー ヤ を 立て 、 う が い を し 、 鼻 を 洗浄 し ます 。 そ し て 顔 を 洗い 、 指 
の 先 か ら 肝 を 含む 両 腕 を 洗い ます 。 そ れ か ら 頭 部 と 両 耳 を 濡れ た 両手 で 拭き 、 両 足 を くる 
ぶし まで 洗い ます 。 各 部 位 に つき 1 度 ずつ 洗浄 し 、 水 を 満遍なく 行き 渡ら せま す 。 指 の 間 
も きち ん と 洗い ます 。 

















@⑯ 完全 な ウド ッ ー の 形 : 





まず ウド ゥ ッ ー を する ニー ヤ を 立て 、 両 手 を 8 回 洗い 、 片 手 を 用 いて うがい を し 、 鼻 を 洗 
浄 し ます 。 そ の 際 、 片 手 に すく っ た 水 の 半 分 を うがい に 、 も う 半 分 を 鼻 の 洗浄 に 用 いる よ 
うに し 、 そ れ を 3 回 繰り 返し ます 。 そ し て 顔 を 3 回 洗い 、 右 腕 を 指先 か ら 肘 まで 3 回 、 左 
腕 も 同様 に 8 回 洗い ます 。 そ れ か ら 濡 れ た 両手 で 前 頭 部 か ら 後 頭 部 へ と 1 回 撫で 、 そ し て 
今度 は 後頭 部 か ら 前 頭 部 へ と も う 1 回 撫で ます 。 そ し て 両手 の 人 差し 指 で 両 耳 の 内 側 を 、 
親指 で 外側 を 拭い ます 。 そ れ か ら 右 足 を くる ぶし まで 3 回 、 同 様 に 左足 を 3 回 洗い ます 。 
そし て 後に 示す 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の ドッ アー (祈願 ) を も っ 
て 祈願 し ます 。 





























人 @ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 放 あれ ) の ウド ッ ー の 形 : 


ウス マー ン ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よっ て 奴隷 の 身分 か ら 解放 され た フ ム ラ ー 
ンジ ン に よれ ば 、 ウス マー ジ ・ ダ デン ・ ア デア ッ ジ ファ ー ン (後に アデ アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が ( 水 の 入 
っ た ) 容器 を 持っ て 来 さ せ 、 両 手 に 水 を か け て 3 回 洗い 、 そ れ か ら 右 手 を 容器 の 中 に 入れ 
て うがい を し 、 鼻 を 洗浄 ( 水 を 吸い 込ん で 、 噴 出す こと ) し 、 顔 を 3 回 洗い 、 そ れ か ら 両 
手 を 肘 ま で 3 回 洗い 、 頭 を 撫で 、 両足 を くる ぶし まで 3 回 洗う の を 見 まし た 。 そ し て 彼 ( ウ 
スマ ー ン ) は こ 2 う 言 いま し た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
こう 言 ま し た この の ウツ ドゥー (の や り 方 ) で ソ ドウ ー を し 、 それ か 島 槍 人 に と ぬお 
れる こと な く 2 ラ クア の サラ ー を する 者 は 、 そ れ 以 前 に 犯 し た 彼 の 罪 を さ れる で あろ 


ー 


の 。 | (デル テラ ブ ジャ ーー リー と ちん ス えり の 伝承 9 




















ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (162) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (278)。 文章 は ムスリム の も の 。 
ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (159) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2926)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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で の 








人 @ 拓 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ウド ゥ ッ ー に お いて 体 の 各部 位 を 1 回 ず 
つ 、 あ る い は 2 回 ずつ 、 あ る い は 3 回 ずつ 洗浄 し た こと が 伝承 の 中 で 確証 され て お り 、 
それ ら は 全て スン ナ で す 。 そ し て 最も よい の は 、 時 に は これ 、 ま た 時 に は これ 、 と いっ 
た 風 に 多様 性 を 持た せ 、 各 スン ナ を 常に 新鮮 な 形 に 保っ て お く こ と で す 。 








1 一 イブ ン ・ ア ッ バ パース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は (各部 位 を ) 1 回 ずつ (洗い な が ら ) ウド ゥ ー し まし た 。」 
(アル テ ブ ハー リー の 伝承 0) 





2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ザ イド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (各部 位 を ) 2 回 ずつ (洗い な が ら ) ウド ゥ ー し まし た 。 
(アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 





人 @ 人 間 の 行い に は 2 種類 あり ます : 


1 つ は : 身体 の 右側 と 左側 両方 で 行う こと が 可能 な も の 。 それ で も し その 行い が ウド ゥ ー 
や グ ス ル 、 衣 服 や 靴 の 着用 、 モ スク や 家 に 入る こと な ど と いっ た 高等 な 物事 で あれ ば 、 体 
の 右側 を 優先 させ ます 。 そ し て その 逆 に 、 モ スク か ら 出 る 時 や 靴 を 脱ぐ 時 、 あ る い は トイ 
レ に 入る 際 な ど に は 、 体 の 左側 を 優先 させ る の で す 。 





も う 1 つ は : 身体 の 右側 、 あ る い は 左側 どちら か 片方 で し か 出来 な いも の 。 例 えば 飲食 
や 提 手 、 物 の 受け 渡し な ど 高 貴 な 物事 に つい て は 、 右 手 で 行い ます 。 そ し て その 逆 に プス 
ディ ジュ マー シシ ( 石 や 紙 な ど に よっ て 、 排 港 器官 か ら 出 た 物質 を 除去 する こと ) や 性 器 に 
触れ た り 、 鼻 を か ん だ りす る 際 に は 、 左 手 を 用 いる の で す 。 








アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 靴 を 履い た り 、 髪 を 橋 で 杭 か し た り 、 体 を 洗浄 する こと や その 他 


全て の こと に お いて 、 右 側 か ら 始 め る こと を 好み まし た 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ム ス リ 
ム の 伝承 ) 





@ ウド ッ ー を 終え た 後 の ド ゥ アー (祈願 ) : 


1 一 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー プ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 役 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 ウ ドゥ ー を し 、“ ア シュ ハ だ が ・ デ ッ ジ 
Sc アー 7 の アッ クー ジッ ンク グッ アー バン ドク ーー クシ ジ ング アァ ッ グ ジン の が" 
アンナ ・ ろ ハン マダ ッ ラ スー ケッ ジー (私 は 、 い か な る 共同 者 も 有 さ な い ア ッ ラ ー の 他 に 
真 に 系 拝 すべ きも の は な く 、 ム ハン マ ド は その アッ ラー の 使徒 で や る こと を 証言 する )” と 








10 サ ヒー ブフ ブ * デル テ ブ ハ ー リ ー (157)。 

11 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (158)。 

12 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (168)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (268)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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言う 者 に は 8 つの 天国 の 扉 が 開け 放 た れ 、 そ の 内 の 望む いか な る 所 か ら で も 入る こと が 出 
来る で あろ う 。」( ム スリ ム の 伝承 33) 


2 一 アブ ー・ サ イー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま し た : ! ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ウド ゥ ー を し 、「 ア ッ ラ ー よ 、 そ の 
替 美 と 共に あな た の 栄光 を 称え ます 。 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 する に 値する いか な る も の も 
あり ませ ん 。 私 は あな た に 罪 の 赦し を を い 、 悔 惜しま す 」 と 言う 者 に は 、( 和 善行 の ) 巻物 に 
それ が 記録 され 、 そ し て それ は 封印 され て 審判 の 日 まで 損なわ れる こと は な いで あろ う 。"」 
(アン テニ ナ サー イー と アッ ニテ タバ ラー ニー の 伝承 1) 























@⑱ ウド ッ ゥ ッ ー を し た 後に 、 陰部 に 水 を 振り か け て も 間 題 は あり ませ ん 。 ま た 濡れ た 体 の 部 位 
を 布 や 紙 な ど で 拭く こと も 出来 ます 。 








18 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (234)。 
14 真正 な 伝承 。 ア ンー ニナ サー イー の 「 ア マル ・ ア ル ニ ヤ ウム ・ ワ ・ ア ッ ー ラ イラ 」(81) 、 ア ッ ー タ バラ 
ー ニ ー の 「 ア ルニア ウサ ト 」(1478)。 ア ッ ニ スィ イル スィ イラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー ハ (2333) 参 。 
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